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研究成果の概要（和文）： 
大小の画面に対して、トランスコーディング技術に関して基盤となる要素技術やそれらの技術
の適用シナリオに関して研究を行った。情報提示技術に関しては、「種々の状況に適した情報提
示・操作」のためのフレームワークを提案した。情報表現に関しては、とくにアンビエントな
情報提示に着目し、さまざまな試作システムの実装を進めた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We carried out the research for developing the fundamental techniques and the application 
scenarios for "transcoding" technology which can be applied for large and small displays. 
For "information presentation," we proposed the framework which can be applied for 
various situations. For information representation, we developed a variety of prototype 
implementation, particularly focusing on ambient information display. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究では、大小様々な計算機や表示デバイ
スが環境中に多数存在する「ユビキタス環
境」における「画面」の情報提示や情報の表
現にとくに着目する。「画面」は、今後のユ
ビキタス環境において不可欠な構成要素で
ある。 
 情報提示という観点から考えた場合、「画
面」の大きさに関しては、電子白板や公共情
報を表示する大型掲示板等の大画面から、携
帯情報端末の画面、携帯電話の画面、家電の
表示板、および腕時計型計算機の表示面など
の小画面など大小多岐に渡る。また、「画面」
は個々に存在するだけでなく、複数の「画面」
間での連携、特に設置型の大画面と携帯型の
小画面との連携技術が重要となってくる。 
 一方、情報の表現という考えた場合、カメ
ラ画像を生のまま表示するのではなく、各種
の情報を取得した画像に重畳して表示する
（複合現実感）、プライバシに配慮して表示
する、さらにはそれをアンビエントに表示す
るといった工夫が必要となってくる。 
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２．研究の目的 
本研究では、ユビキタス環境における「情報
提示技術」および「情報表現技術」に焦点を
絞り研究開発を行う。すなわち「情報提示技
術」に関しては、ユビキタス環境を想定し、
同一のコンテンツから動的に適切な表示・操
作形態に変換する枠組みを開発する。また、
「情報表現技術」に関しては、とくにアンビ
エントな情報提示に着目し、いくつかの試作
システムを実装し、それらの評価を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)情報提示技術 
 トランスコーディングとは、単一のアプリ
ケーションやコンテンツの意味記述をもと
に多様なデバイスに適した表示・操作形態に
変換する仕組みのことである。 
 我々は大小の画面に対して、同一のコンテ
ンツから適切な表示・操作形態に変換する動
的なトランスコーディング技術に関する研
究開発を行う。 
 
(2) 情報表現技術 
 とくにアンビエントな情報提示に着目し、
「ユビキタス時代におけるあらたなストレ
ージの概念を模索する身体をストレージメ
ディアとするメタファの設計と実現手法」や
「デスクトップ上の波紋の広がりにより環
境のざわめきを感じさせるインスタントメ
ッセンジャーの実現」、また「実画像である
ライブカメラ画像を用いてそれをリアルタ
イムにモディファイしアンビエントな情報
提示を行うライブカメラ画像を用いたプレ
ゼンス情報の提示手法」などに関して研究を
行う。 
 
４．研究成果 
(1)情報提示技術 
 大小の画面に対して、同一のコンテンツか
ら適切な表示・操作形態に変換するトランス
コーディング技術に関して基盤となる要素
技術やそれらの技術の適用シナリオに関し
て研究を行った。 
 情報提示技術に関しては、プラズマディス
プレイ等の大画面、ノートパソコン等の通常
画面、 PDA や携帯電話等の小画面の間をやり
とりされるコンテンツに対して「種々の状況
に適した情報提示・操作」を行えるようにす
ることを狙いとし、「種々の状況に適した情
報提示・操作」のためのフレームワークを提
案した。 
 我々は User Agent に相当する情報を、デ
バイスの備える特性を表現する属性 （プロ
ファイル）の組み合わせとして代替記述する
方法を採用し、ピアツーピア型の構成による、
計算機環境を構成する近隣の機器同士が自
律的に必要な情報を共有し、処理を分散する
新たなトランスコーディングの枠組みを導
入した。この構成により、遍在的・流動的な
環境における適応的インタフェースとの高
い親和性と、環境に依存しない高い汎用性を
確保することが可能となった。 
 
(2) 情報表現技術 
 アンビエントな情報表現技術に着目し以
下の研究を行った。 
 
①身体をストレージメディアとするメタフ
ァの設計と実現手法 
 ユビキタス環境においても、データを取得
する、持ち運ぶ、閲覧するという操作は存在
する。本研究では、データに対する所有感を
与え、かつデータに対する基本的な操作を自
然な形態で実現することを目的とし、体内に
データを保持するとユーザに錯覚させる表
現手法および体が保持するデータを操作す
るインタラクション手法の研究を行った。 
 また鏡状のインタフェースに関して検討を
行った。特に、日々の服装を記録し、その日
の服装をコーディネートして提案してくれ
る鏡状のインタフェースに関する検討を行
い、試作システムを構築した。 
 
②デスクトップ上の波紋の広がりにより環
境のざわめきを感じさせるインスタントメ
ッセンジャーの実現 
 実世界において会話に参加するきっかけ
の一つであるざわめきに相当するものを、イ
ンスタントメッセンジャーによるインフォ
ーマルなコミュニケーション支援に取り入
れた。そのために、インスタントメッセンジ
ャーでの複数のコミュニティでの会話をデ
スクトップの背景にアンビエントに波紋と
して表現するようにした。本システムでは、
会話が発生するとコミュニティに対応する
デスクトップの隅の特定の場所から波を発
生する。さらに、状況により会話の表示を波
以外に様々に変化させるためのメカニズム
について検討し、実装システムを完成させた。 
 
③ライブカメラ画像を用いたプレゼンス情
報のアンビエントな提示手法 
 ライブカメラを用いて見られている側か
ら見ている側にコミュニケーションを行う
方法について考察を行った。さらに、ライブ
カメラに監視されていると言う感覚を和ら
げるための仕組みを検討し実装を行った。 
 また、過去の状況の推移や未来の予定など
の情報を効果線や画像の重ね合わせなどの
表示手法を用いてライブカメラ画像上にア
ンビエントに表現する手法について、手法を
改善し、実装を行った。 
 
  
④大画面を操作する場合のインタラクショ
ン手法 
 特に、加速度センサーを用いて大画面を操
作する場合のインタラクション手法に関し
て、各種の検討や試作システムの実装を進め
た。 
 また、ジェスチャーによって入力を行う場
合について、環境によってどのようなジェス
チャーが有効かを調べ、センサーを物体に付
加して入力を行う場合に、付加される物体に
よってどのようにジェスチャーが変化する
かを調べた。 
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